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號三十六第 大正十五年四月

春

春來れば
あら

蹟野の宋に；水ぬるむ

小川の岸に野茨の

白き花塩れ険く如く。

春來れば

．蒼窮の果て，光みち

深淵の底19，もろもろの

星の花儲れ飛ぶ。

冬こもり

春去り來れば夜の空

や1工らかく風みQるむ

人の子よ。仰がすや

天上の花。時ば今

齪れ咲く，地上の花ば

春；去れば散り逝くもの；を

懸れ喫く，み空の星に

ぜこしえに微笑むもの）5f’o

されば君，人の子よ。

大空の常世の花な

仰がすや，．時に春

夜【工暖【こして風ぬるむ。

『Sり喬しし心ぜ匡しき日．も過ぎ曽て

夕げの後の瑚誹に

リモネた搾る心』もて，

人の子＄語れs春のue［；

蘭しれ散：る星々so

　　　　　　一星見回路一


